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頼
宝

撰
『

真
言
本
母

集
』

に

見
ら
れ

る

禅
籍
に
つ

い

て

千

葉

正
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一

　

は
じ

め

に

　

真
言
宗

、

東
寺
教

学
の

基
礎
を

築
い

た

頼
宝
（

一

二

七
九

1
一

三

三
〇
？

）

に

は
、

弟
子
の

呆
宝
（
一

三

〇

六

−

二
二

六
二
）

に

見
ら

れ

る

よ

う
な
激

し
い

禅
宗
批

判
は

見
い

だ

せ

な
い

。

筆
者
は

、

頼
宝
の

著
作
の

中
か

ら

具
体
的
に

禅
宗
に

対
す
る

言
及
が

な
さ
れ

て

い

る

文
献
に
つ

い

て
、

こ

れ

ま
で

に

『

諸
法
分

別

抄
』

「

身
心

本
元

事
」

、

『

釈

摩
訶

衍
論

勘
注
』

を
と

り
あ

げ
て

検

証
し
た

。

そ

の

結

果
『

諸
法
分
別
抄
』

「

身
心
本
元

事
」

に

お
い

て

は
、

禅
宗
を
「

唯
心
」

の

法
門
と

判
じ

、

『

釈
摩
訶
衍

論
勘
注
』

で

は

『

宗
鏡
録
』

か

ら
の

引
用

が
、

多
く
な

さ

れ

て
い

る
こ

と

が

分
か
っ

た
。

し
た

が
っ

て
、

頼

宝
は

、

余
り
禅
宗
に

対
し

て
は

関

心
を
持
っ

て
い

な

か
っ

た
の

で

は

な
い

か
と

考
え
ら
れ

る
。

し

か

し
頼

宝
は

、

そ
の

伝
記
が

不
詳
な

が

ら
、

東
寺
の

教
学
復
興
に

尽
く
し
た

と

い

う
こ

と

は
、

著

作
の

な

か

に

「

宗
義
決
択
書
」

と

呼
ば

れ
る

文
献
が

存

在
し

て

い

る
こ

と

か

ら

分
か

る
。

そ
し
て

、

こ

の

「

宗
義

決
択
書
」

中
の

最
も
大
部
の

著

作
が

、

本
稿
で

取
り
上

げ
る

『

真
言
本
母
集
』

全

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
三

巻
第
二

号

　
平
成
二

十
七

年
三

月

三

十

四

巻
で

あ
る

。

　
中
世
東
寺
の

復
興
に

関

し
て

、

果
た

し

た

役
割
の

大
き
さ

に
つ

い

て

は

呆
宝
の

『

東
宝
記
』

の

記
述

か

ら

も

推
察
で

き

る
。

堂

塔
の

再
建

、

春
秋
二

季
の

伝
法
会
の

宗
学
制
度
の

振

興
と
い

う
こ

と
か

ら

明
ら

か

で

あ
る

。

ま
た

頼
宝
は

、

後
醍
醐
天

皇
か

ら
、

篤
い

帰
依
を
受
け
て

い

た

こ

と

も
知
ら

れ
る

。

　
本
稿
で

取
り
上

げ
る

『

真
言
本
母

集
』

は
、

頼
宝
に
と
っ

て

重
要
な

文
献
な
の

で

あ
る

が
、

内
容
に

関
し

て
こ

れ

ま
で

検
証
を
行
っ

て
こ

な

か
っ

た
。

し

た

が
っ

て

『

真
言

本
母

集
』

の

中
に

、

ど

れ

位
、

禅
宗
に

関
す
る

記
述
が

あ
る

の

か

を

検

討
し

て

み

る

必

要
が
あ
る

と

思
わ

れ

る
。

そ
れ

は
、

頼
宝
の

禅
宗
理
解
の
一

助
と

も
な
り
得
る

か

ら

で

あ
る

。

本
稿
で

は
、

具
体
的
に

『

真
言
本
母
集
』

中
に

見
ら
れ

る

禅
籍
に

つ

い

て

検
証
し

て

い

き

た
い

。

二

　
頼
宝
の

禅
宗
理

解
の
一

端

次
に

頼
宝
の

禅
宗
理
解
に

関
し
て

、

以

前

取
り
あ

げ
た

文
献
に

お

け

七
九
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頼

宝
撰
『

真
言
本

母
集
』

に

見
ら

れ
る

禅
籍
に
つ

い

て

（
千

　
葉）

る

禅

宗
に

対
す
る

見
解
の
一

例

を
、

こ

こ

で

再
度
ま

と

め

て

み

た

い
。

そ

れ
は

、

前
述

の

『

諸

法
分
別

抄
』

「

身
心

本
元

事
」

に

お
い

て
、

次

の

様
な

問
答
の

問
い

の

箇
所
で

述
べ

ら

れ
て

い

る
。

　

問
云

。

顕

密
教
法
雖
異

。

善

悪

作
業
皆
以

心
為
先
導

。

是
通

例
也

。

法

相
大

　

乗
依
三

界

唯
心

経

文。

万
法
唯

識
所
変

為
宗

。

三

論

家
由
八

迷
成
縁
起

。

以

　
八

不
観

至

悟
入

。

皆
是

心
上

迷

悟
。

法

花
一

乗
一

心
＝ 、

観
一

念
三

千
。

皆
以

　

心

為
根
本

。

花

厳
心

如

工

画

師

造

種
種
五

陰
云

厶

或
三

世
一

切

物
仏

心
造
諸

　

如
来
云
云

十

界
種
種
五

蘊
。

皆
是

心
造
法
也

。

説

楞
伽
経
云

。

未

達
境
唯
心

。

　

起
種
種
分
別

。

達

境
唯
心

。

巳

分
別
即

不
生

。

知
諸
法
唯

心
。

便
捨

塵

相
。

　

由
此

分
別

息
。

悟
平
等
真
空
云

ム

達
磨
一

門

以

之

為
極

。

（

大
正

蔵
七

七
・

　

七
一

五

c

　
七
一

六
a
）

　

こ

の

問

答
の

中
で

頼
宝
は

、

「

顕

密
の

教
え
に

は

違
い

が

あ

る

が
、

善
悪
の

行

為
（

身
口

意
の

三

業
）

は

［

心
］

が

導
き

予
と

な

り
、

あ
ら

ゆ

る

行
為
が

［

心
］

に

由
っ

て

い

る

の

で

あ
る
」

と

い

う
問
い

を
立
て

て
い

る
。

こ

の

問
い

の

中
で

、

頼
宝

は

法
相

二
二

論
・

天

台
・

華
厳
に

つ

い

て

述
べ

た

後
に

「

楞
伽
経一、
厶
」

と

し

て

禅
宗
を
論
じ

て

い

る
。

そ

し

て

「

達
磨
一

門
」

も
「

唯
心
」

の

法
門
で

あ

る
と

理

解
し
て

い

る
こ

と

が

分
か

る
。

続
け
て

浄
士

に

関
し

て
、

頼
宝
は

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

観
無
量

寿
経
云

。

諸
仏
如
来
是

法
界
身

。

入
一

切

衆
生
心
相
中

。

是

故
汝

等

心
想
仏

時
。

是

心
即
是
三

十
二

相
八

十

随
好

。

是
心

作
仏

。

是
心

是

仏
。

諸

仏
正

遍

智
海

従
心

想
生

ム

云

是

善
導
一

家
以
之
為
要

。

是

以

観
経
十
六

想
観

。

皆
是
心
法
上

建
立

也
。

（
大
正

七
七
・

七
一

六
a
）

八

〇

　

頼
宝
は

、

浄

土
の

教
え
も
ま
た

「

心
」

を
重
視
す
る

法
門
で

あ

る

と

み

な
し

て

い

る
。

し
た

が
っ

て

頼
宝
は

、

密
教
以
外
の

顕
教
す
べ

て

が

「

唯

心
」

の

法
門

で

あ
る

と
み

な
し
て

い

た

こ

と

が

分
か

る
。

ま
た

頼

宝
は

、

前
述
の

「

釈
摩
訶
衍
論
勘
注
』

の

中
で

は
、

永
明
延
寿
の

『

宗

鏡
録
』

か

ら
の

引
用
が

、

計
九

箇
所
見
ら

れ

る
。

こ

の

『

宗
鏡
録
』

の

中
で

は

『

釈
摩
訶
衍
論
』

が
大
量

に

引
用
さ
れ

て

い

る

こ

と

が

判
明
し

て

い

る
。

つ

ま
り

、

頼
宝
は

『

釈
摩
訶
衍
論
』

を
理
解
す
る

た

め

に

必

要
不
可
欠
な

文
献
と

し

て
『

宗
鏡
録
』

を

引
用

し

て

い

た

と

言
え
よ

う
。

三

　
『

真
言
本

母
集
』

に

見
ら
れ

る

禅
籍
に
つ

い

て

　
『

真
言
本
母

集
』

と

は
、

頼
宝
が
著
し

た

真
言

宗
の

宗
義
に

関
す
る

論

義
決
択
書
で

あ
る

。

全

部
で

二

百
二

十
九

条
の

算

題
が

た

て

ら

れ
、

各
条
が

皆
問
答
体
で

記
述
さ

れ
て

い

る
。

東

寺
教
学
「

東
寺
三

宝
」

の

義
学
は

、

全

く
本
書
を

根
幹
と

す
る

。

高
野

山
の

宥
快
の

『

宗
義
決
択

集
』

、

印
融
の

『

杣
保
隠
遁
鈔
』

、

聖

憲
の

『

大

疏
第
三

重
』

等
と

、

並

び

立
つ

書
で

あ

る
。

こ

の
『

真
言
本
母
集
』

の

内
容
を
検
証
し
た

結
果

、

禅
文
献
一

冊
の

禅

籍
か

ら

の

僅
か
一

箇
所
の

み

の

引
用
で

あ
っ

た
。

そ

れ
は

『

真
言
本
母

集
』

全
三

十
四

巻
中
の

「

巻

第
三
」

に

た

て

ら

れ

て

い

る

「

草
木
成
仏

事
」

と
い

う
算
題

に

お
い

て

で

あ
る

。

そ

れ

は
、

次

の

様
な
論
義
で

あ

る
。

　
　
草
木
成
仏

歟
事

　
問

。

草
木
非
情
自
発
心

成
仏
可
云

耶
。

　

答
云

云
。
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草
木
成

仏

条
条

一
。

六
大

和
合
故

。

十

界
依
正

皆
是
六

大
所
成
也

。

若
約
五

大

者
。

本
初
仏

体
。

約
心
大
者

。

亦
性
徳
五

智
也

。

草
木
等
必
雖
不

具
識
大

。

而
自
体
即
本

来
仏

。

況
又

具
覚
知
功
徳

。

豈
無
発
心

成
仏
之

義
耶

。

一
。

法
身
遍
法
界
故

。

自
宗
意
大
日

即
遍
一

切
処
身
也
。

是
故

草
木
等
又

法

身
所
遍

也
。

一

切
器
界

皆

是

法
身
自
体

故
。

各

具
成
仏

作
業

。

強
軟
軽
重

等
。

即
是
陰
陽
事
業
理
智
作

用
故

。

一
。

四

曼
旦
ハ

智
印

故
。

四

種
曼
荼
羅
亦
名
四

智
印

。

智
即

決
断
義

。

印
即
決

定
義
也

。

一

切

各
顕
現
自
性

。

開
示
功
徳

即
智
印
義
也。

仍
以

草
木
等
名
表

縹
幟
也

。

此
即

表
示
内
心
令
知
他
義
也

。

約
実
云

之
。

一

切
心

識

皆
形
体
作

業
也

。

色
体
心
用
故

。

非
情
巳

具
色
形

。

何
非
仏

体
乎

。

一
。

色
心

不
二

故
諸
顕

教
色
無
覚
知

。

心
無
形

相
云
云

自
宗
不
二

智

境

界
故

。

心
帯
形
色

色
具
慮
知

。

　一
一

刀

釼
現
神
通
等
是
也

。

一
。

浄
穢
器

界
別
故

。

一

切
国
土

器
界
各
有
浄
穢
差
別

。

浄
土

器
界
衆
宝
荘

厳
樹
林

等
出

法
音
衆
生
利

益
等
功
徳
有
之

。

地

獄
器
界
瓦
礫
荊
棘
等
令
受
衆

生

重

苦
等
作
業
是
也

。

此
即
草
木
有
迷
悟

。

随
有
情
因

果

現

器
界
差
別
也

。

（
『

続
真
言
宗
全

書
』

二
一
・

五

三

頁
上

−
下
）

　
こ

の

「

草
木
成

仏
事
」

と

い

う
論
義
は

、

非
情
草
木
に

も
自
ら

発
心

修
行
し

て

成

仏
す
る

義
が
あ
る

か

否
か
を
論
ず
る

算
題
で

あ
る

。

非
情

成
仏
不
成

仏
は

、

中
国
・

日

本
の

仏
教

界
で

盛
ん

に

論
じ

ら

れ

た

問
題

で

あ
る

。

中
世
真
言
宗
に

お
い

て

は
「

自

依
身
成
仏
」

と

「

他
依
身
成

仏
」

の

そ

れ

ぞ
れ

の

立

場
か

ら
論
じ

ら

れ

る
こ

と

に

な
る

。

頼
宝
は

、

こ

の

論
義
に

お
い

て

草
木
非
情
で

も
自
ら
発
心
し
て

成
仏
で

き
る

と

す

る

証
拠
と

し

て
、

以

下
の

よ

う
な
教

説
を
述
べ

る
。

そ
れ

は

「

草
木
成

仏
条
条
」

と

し
て
「

六
大
体
大
」

、

「

法
身
遍
法
界
」

、

「

四

曼
相
大
」

、

「

色

頼
宝
撰
『

真
言
本
母
集
』

に

見
ら
れ
る

禅
籍
に

つ

い

て

（

千

　
葉）

心
不
二
」

（

色
は

地

水
火
風
空
の

五

大
で

、

心
は

識
大
の

こ

と
。

色
心
不
二

無

碍
と

も
言
う

）

と
い

う
真
言
密

教
教

学
の

重
要
な

教
義
を

解

説
し

て

い

る
。

し

た

が
っ

て

頼
宝
は

「

六

大

体
大
」

、

「

四

曼
相

大
」

、

「

三

密
用

大
」

（

事
業
・

作
業）

の

観
点
か

ら

草
木
非

情
で

も

自
ら

発
心
し

て

成
仏
で

き

る

と

説
い

て

い

る
。

　

次
に

、

こ

の

「

草
木
成
仏
」

を

説
い

て

い

る

典
故
と

し

て
、

頼
宝
は

幾
つ

か

の

経
論
を

引
用
し

て

い

る
。

こ

れ

ら
の

典
籍
の

中
に

、

僅
か
一

冊
だ

け
禅
籍
が

見
い

だ

さ

れ

る

の

で

あ
る

。

具

体
的
に

、

そ
の

禅
籍
に

つ

い

て

検
証
す
る

前
に

、

他
の

典
籍
か

ら
の

引

用

に
つ

い

て

み

て

み

よ

う
。

ま

ず
頼
宝

は

「

草

木
成

仏

証
文
」

と

い

う
章

を
立

て

る
。

そ
の

「

草
木
成

仏
」

を
説

く
証
文
と

は
、

次
の

様
な

経
論
か

ら

の

引
用
で

あ

る
。

大
日

経
五
云

。

我
即
同
心

位
等

文。

疏
十
七

釈
此
文
云

謂
即
以

阿

字
為
心
等

文。

又
云
遍

住
於

支
分
阿

字
為
心
等

文
。

無
情
成

仏

決
智

証

云
。

入

真
如
理

観
等

文
。

吽
字
義
云

。

法
身
三

密
入
繊
芥
…

名
等
持
等

文
。

演
義
抄
第
十
九
云

。

無
情

成
仏
是

是
約

性
相
融

。

以

有
情
之

性

融
無
情
相

。

以

無

情
相
随
性

。

融
円

有

情
之
性

故
。

説
無
情
有
成

仏
義

。

若
無
情
成
仏
義
融
性

之
相

。

亦
得
説
言

諸

仏
衆
生

不
成
仏

也
。

以

成

與

不
成
非
情
与
無
情
無
二

相
故。

法
界
無
限
故

。

仏
体
普
円
故

。

色
空

不
二

故
…

万
法
虚
融
故

。

説
一

成
一

切
成
也

。

非
謂

無

情
亦
有
覚
性

自
性
成
仏

。

若
許
此
義
則
能
修
因

。

無
情
変
情
情
変
無
情
便

同

邪

見
文
。

（

『

続
真
言
宗
全
書
』

一

＝

・

五

五

頁
上）

　

頼
宝
は

「

草
木
成
仏
」

の

証
文
と
し
て

『

大

日

経
』

の

「

心
位
」

（
法

身
大
日
如

来
の

心
の

位
相）

、

『

大
日

経
疏
』

の

「

阿
字
」

、

台
密
の

円
珍

八
一
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頼
宝
撰

『

真
言
本
母
集
』

に
見
ら
れ
る

禅
籍
に
つ

い

て

（
千
　
葉）

の

『

無
情
成
仏
決
』

で

説
か

れ
る

「

真
如
」

と

「

理

観
」

、

空
海
の

『

吽

字
義
』

で

説
か

れ

る

「

法

身
三

密
」

、

澄
観
の

『

大
方
広
仏

華
厳

経
随

疏

演
義
鈔
』

で

説
か

れ

る

「

性
相
融
」

と

「

万

法
虚

融
」

と
い

う
以

上

の

経
論
の

説
を

「

草
木
成
仏
」

の

典
拠
と

す
る

。

こ

の

引
用

さ

れ

た

箇

所
で

は
、

真
如
と

万
法
と

が

全

く
融
け
合
っ

て
い

る
こ

と
、

ま
た

法
身

大
日

如

来
の

万

法
へ

の

遍

在
性
が

説
か
れ
て

い

る
。

　

次
に

、

唯
一

の

禅

籍
か

ら

の

引

用

箇

所
を

見
て

み

よ

う
。

同
じ

く

「

草
木
成
仏
証
文
」

と

し

て
の

引
用
で

あ
る

。

　
宗
鏡

録
云

。

師
日

。

墻
壁
瓦
礫
無
情
之

物
並
是
仏

心
。

禅

客
日

。

与
経
大
相

　
違
也

。

経
目

。

離
墻
壁
瓦

礫
無
情
之

物
名
為
仏
性

。

今
云
　

切
無
情
之
物
皆

　
是

仏
心

。

未
審
心
之

与
性

為
別

不
別

。

師
日

。

迷
人
即

別
。

悟
人

不
別
文
。

　
即
身
義
云

。

諸
顕

教
中

以

四
大

等
等
文
。

宝
鑰
下

云
。

＝

字
門

含
万

像
等
文
。

　
四

曼
義
云

。

問
。

大
曼

荼
羅
称

有
情
等

文
。

吽
字
着

云
。

三

種
世
間
皆
是

仏

　
体
等

文
。

（
『

続
真
言
宗
全
書
』

二
一

・

五

五

頁
上

−
下
）

　
『

真
言
本
母
集
』

で

引

用

さ

れ

る
、

唯
一

の

禅
籍
が
永

明
延
寿
の

『

宗

鏡
録
』

か

ら
の

引
用
な
の

で

あ
る

。

そ
し

て
、

こ

の

『

宗
鏡
録
』

か

ら

は
、

南

陽

慧
忠
の

「

無
情

説

法
」

の

話
が

引

用

さ

れ

て

い

る
。

し

た

が
っ

て

頼

宝
は

「

墻
壁

瓦

礫
」

に

ま

で

仏

心
が

遍

在
L
て

い

る

点
を

「

草
木
成

仏
」

の

証
文
の
一

つ

と

し
て

、

こ

の

『

宗
鏡

録
』

を

引
用

し

た

と

言
え

る
。

さ

ら

に

『

宗
鏡

録
』

以

外
に
、

空

海
の

『

即

身
成
仏

義
』

、

『

秘

蔵
宝
鑰
』

、

『

吽
字

義
』

、

伝
空

海
の

『

四

種
曼

荼
羅
義
』

か

ら
引
用
が

な

さ

れ

て

い

る
。

頼
宝
は

、

僅
か
一

冊
の

禅

籍
を
用
い

た

に

過
ぎ
な
い

が

『

宗
鏡
録
』

を

「

草
木
成
仏
」

の

証

文
と

し
て

、

空
海
の

著
作
と

と

も
に

引
用

し
て

い

た
こ

と

は

興
味
深
い

。

　

　

四

　
む

す
び

に
か

え
て

八

二

　

以

上

『

真
言
本
母

集
』

の

検
証
を

終
え
て

分
か
っ

た

こ

と

を
ま
と

め

て
み

た
い

。

　

ま

ず
、

僅
か
一

冊

の

禅
籍
か

ら
の

引
用
で

あ
っ

た
こ

と
、

し

か

も
、

こ

の

禅
籍
は

永
明
延
寿
の

『

宗
鏡
録
』

で

あ

り
、

そ
の

中

か

ら

南
陽
慧

忠
の

「

無

情
説
法
」

の

話
が
一

箇
所
の

み

引
用
さ

れ
て

い

た

に

過
ぎ
な

か
っ

た
こ

と

で

あ
る

。

そ

し
て

、

こ

の

「

無
情

説
法
」

の

話
は

、

中
世

真
言

宗
に

お
い

て

重

要
な

論
義
の

主

題
で

あ
っ

た

「

草
木
成
仏
」

の

算

題
中
「

草
木
成
仏

証
文
」

の
一

つ

と

し

て

引
用
さ

れ

て

い

た

の

で

あ
る

。

し

た

が
っ

て

「

真
言
本
母
集
』

の

中
で

、

重
要
な
算
題
の
一

つ

で

あ
っ

た
「

草
木
成

仏
」

に

お
い

て

の

『

宗
鏡
録
』

か
ら
の

引
用

は
、

僅
か
一

箇
所
な

が

ら

非
常
に

重

要
な

証
文
で

あ
っ

た

と

言
え
る

。

〈

キ
1
ワ

ー

ド
〉

　
頼
宝、

　

　

　

　

　

　

成

仏
、

『

真
言
本
母

集
』

、

草
木
成
仏

、

『

宗
鏡
録
』

、

無

情

非
情
成

仏

　

　

　
（

駒
澤
大
学
仏

教
経
済
研

究
所
研
究
員）
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